
2023年（令和５年）
11月１日発行

第133号

みんなで練習した劇や歌などの成果を発表する第46回
学芸会が10月７日、新篠津小学校で開催された。
入学して半年、１年生の初めての発表はダンスと歌と器楽。
「青い空に絵をかこう」と、大きな声で歌う君たちの大きな
夢を大空に描いてほしいと思って聞いていた。
そして、その夢がかない、君たちが永遠に幸せであります
ようにと、心から願っていた。

議会通信 しんしのつ
Shinshinotsu Village Assembly Information

お茶の間の議会情報誌
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総

　務

　費

■ 
山
元
委
員 

　

天
文
台
実
施
設
計
委
託
に
は
、

周
辺
整
備
と
し
て
駐
車
場
や
周

り
を
芝
生
に
す
る
な
ど
含
ん
で

い
る
か
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の

人
数
も
限
ら
れ
、
事
業
展
開
す

る
う
え
で
重
要
な
問
題
に
な
る

と
思
う
が
今
後
の
計
画
は
。

□ 

中
井
総
務
課
参
事 

　

実
施
設
計
は
建
物
の
み
で
あ

り
、
駐
車
場
を
新
た
に
整
備
す

る
に
は
周
辺
に
土
地
も
な
い
た

め
、
星
座
観
測
会
を
重
ね
る
中

で
Ｊ
Ａ
倉
庫
の
駐
車
場
の
利
用

に
つ
い
て
協
議
を
行
な
っ
て
了

解
を
得
て
実
施
し
た
。
当
面
は

Ｊ
Ａ
に
理
解
を
い
た
だ
き
実
施

し
た
い
。

　

ま
た
、
整
備
後
の
天
文
台
周

辺
を
芝
生
に
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
お
り
、
周
辺
整

備
の
検
討
協
議
を
し
て
場
合
に

よ
っ
て
は
予
算
付
け
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
た
い
。

　

ま
た
、
望
遠
鏡
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
い
た
方
を
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
採
用
し
て
お
り
、

札
幌
の
天
文
愛
好
者
と
つ
な
が

り
が
強
く
、
知
識
豊
富
で
色
々

な
情
報
を
得
な
が
ら
今
後
の
取

り
組
み
方
も
考
え
て
い
る
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
メ
イ
ン
は
商
工

観
光
係
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊

だ
が
落
成
式
を
迎
え
た
の
ち
に

は
村
民
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

■ 

大
塚
委
員 

　

出
産
祝
金
14
件
90
万
円
の
実

績
だ
が
、
支
給
方
法
は
振
込
か

現
金
支
給
か
内
訳
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

□ 

鈴
木
住
民
課
長 

　

申
請
時
に
本
人
に
確
認
を
し

て
振
込
か
現
金
支
給
か
決
め
て

お
り
、
令
和
４
年
度
は
全
件
、

振
込
と
な
っ
た
。

■ 

大
塚
委
員 

　

振
込
に
よ
る
支
給
で
は
、
村

が
出
産
を
お
祝
い
す
る
中
で
思

い
が
伝
わ
ら
な
い
。

　

手
渡
し
す
る
こ
と
で
、
も
し

も
要
望
意
見
が
あ
れ
ば
聞
く
こ

と
も
で
き
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

□ 

鈴
木
住
民
課
長 

　

出
産
祝
金
は
平
成
27
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
る
が
、
出
産
数

を
増
や
し
人
口
を
増
や
し
て
い

く
と
い
う
事
で
は
直
接
関
与
し

て
い
な
い
と
考
え
る
。

　

人
口
増
対
策
と
し
て
は
別
な

も
の
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

い
と
考
え
る
が
、
新
年
度
予
算

計
上
に
向
け
検
討
し
て
い
き
た

い
。民

　生

　費

■ 

山
元
委
員 

　

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
運
行
業

務
委
託
に
つ
い
て
、
年
間
延
べ

一
般
会
計
と

４
特
別
会
計
の

決
算
を

認
定

■
決
算
審
査
特
別
委
員
会

令
和
４
年
度

南部　隆志 委員長

　令和４年度の新篠津村各会計歳入歳出決算
が、監査委員の決算審査意見書とともに提出
され、決算審査特別委員会（南部隆志委員長・
大塚裕樹副委員長）を設置し、９月11日に審
査を行い審査の結果、認定となりました。
　主な質疑内容は次のとおりです。
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１
５
２
１
人
の
利
用
が
あ
る
が

委
託
料
の
積
算
根
拠
は
。

□ 
鈴
木
住
民
課
長 

　

決
算
額
822
万
８
千
円
、
運
行

日
数
が
240
日
。

　

積
算
内
訳
と
し
て
は
人
件
費

と
し
て
運
転
手
給
料
、
電
話
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
賃
金
、
コ
ロ
ナ
対

応
に
よ
る
社
内
消
毒
費
用
、
燃

料
費
、
諸
経
費
・
労
務
管
理
費

と
な
っ
て
い
る
。

■ 

大
塚
委
員 

　

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
に
付
き

添
い
の
た
め
孫
を
乗
せ
た
い
、

障
が
い
者
の
方
が
利
用
し
た
い

と
い
う
要
望
が
あ
り
、
そ
の
後
、

障
が
い
者
の
方
は
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
利
用
に
関
す
る

議
論
や
住
民
か
ら
の
要
望
が
あ

る
の
で
は
。

□ 

鈴
木
住
民
課
長 

　

障
が
い
者
の
利
用
に
関
し
て

は
対
応
を
行
っ
て
お
り
、
お
孫

さ
ん
が
利
用
し
た
い
と
い
う
こ

と
な
ど
あ
る
の
で
あ
れ
ば
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

農
林
水
産
業
費

■ 

高
橋
委
員 

　

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
改
修
費

補
助
金
に
よ
り
改
修
さ
れ
た
後
、

現
状
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て

い
る
か
。

　

ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
活

用
し
て
い
く
の
か
。

□ 
金
兵
産
業
建
設
課
長 

　

昨
年
12
月
に
、
発
見
の
場
、

試
作
品
づ
く
り
の
場
の
「
コ
コ

ナ
ラ
」
と
し
て
改
修
工
事
が
完

了
し
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

32
日
間
利
用
さ
れ
て
い
る
。
述

べ
利
用
人
数
は
137
人
。

　

１
回
当
た
り
の
平
均
は
４
～

５
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
で
利
用

さ
れ
て
い
る
。
主
に
Ｊ
Ａ
女
性

部
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は

使
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
料
理

教
室
な
ど
何
ら
か
の
方
策
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い

る
。商

　工

　費

■ 

山
元
委
員 

　

１
５
０
０
人
の
来
場
が
あ
っ

た
ラ
ン
タ
ン
ま
つ
り
、
翌
日
の

犬
ぞ
り
レ
ー
ス
は
冬
の
観
光
づ

く
り
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
挑
戦
し

て
い
る
と
思
う
が
ラ
ン
タ
ン
ま

つ
り
の
総
括
と
成
果
は
。

□ 

中
井
総
務
課
参
事 

　
３
回
目
を
迎
え
年
々
規
模
を

増
し
村
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の

人
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
550
個

以
上
の
ラ
ン
タ
ン
を
飛
ば
す
こ

と
が
で
き
た
。

　

今
後
は
「
空
の
ま
ち
」
と
し

て
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
い

今
年
度
も
実
施
し
て
い
き
た
い
。

土

　木

　費

■ 

山
元
委
員 

　

南
団
地
43
戸
の
入
居
者
の
年

代
や
世
帯
構
成
を
調
べ
る
と
高

齢
者
や
一
人
世
帯
が
多
く
、
今

夏
の
猛
暑
で
エ
ア
コ
ン
が
ほ
し

い
な
ど
の
声
も
聞
く
。

　

ま
た
、
当
初
は
人
口
増
対
策

と
し
て
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
構
想
も

あ
っ
た
な
か
で
進
め
ら
れ
た
と

思
う
が
。

□ 

東
産
業
建
設
課
参
事 

　

入
居
者
の
半
数
以
上
の
23
世

帯
が
一
人
世
帯
。
ま
た
60
歳
以

上
の
世
帯
は
86
％
37
世
帯
で
あ

る
。

　

10
、
11
号
棟
は
エ
ア
コ
ン
が

設
置
で
き
る
構
造
で
、
そ
れ
以

前
の
建
物
も
換
気
口
を
利
用
し

て
設
置
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
が
、
個
人
負
担
で
の
設
置
と

し
て
い
る
。

　

大
家
族
向
け
の
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
は

西
団
地
の
２
、３
階
と
な
っ
て

お
り
空
室
が
あ
る
が
、
高
齢
者

向
け
の
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
は
１
階
部
分

し
か
な
く
現
在
は
空
室
が
な
い

状
態
で
あ
る
。

教

　育

　費

■ 

大
塚
委
員 

　

Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
の
使
用
状
況
と

そ
の
ほ
か
の
ア
プ
リ
は
使
用
し

て
い
る
か
。

□ 

窪
田
教
育
委
員
会
教
育
次
長 

　

令
和
３
年
２
月
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
導
入
後
、
積
極
的
に
活
用
で

き
る
よ
う
進
め
、
令
和
４
年
度

は
本
格
的
に
端
末
を
活
か
す
た

め
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
を
導
入
し
た
。

　

現
在
、
小
学
校
が
キ
ュ
ビ
ナ
、

中
学
校
が
み
ん
な
の
学
習
ク
ラ

ブ
と
い
う
ア
プ
リ
を
使
用
し
て

い
る
。

一
般
会
計
歳
入
全
般

■ 

高
橋
委
員 

　

税
の
公
平
性
か
ら
み
て
不
納

欠
損
は
慎
重
に
実
施
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
が
、
村
税
全
般
で

不
納
欠
損
を
行
っ
た
実
施
状
況

と
差
押
え
の
状
況
は
。

夜空にランタンを放つ参加者
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□ 

伊
藤
総
務
課
主
幹 

　

村
民
税
は
５
件
、
固
定
資
産

税
は
３
件
、
軽
自
動
車
税
は
１

件
で
、
差
押
え
は
な
い
が
適
正

執
行
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

厳
正
な
判
断
の
も
と
行
っ
て
い

る
。

■ 

山
元
委
員 

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
の
増

額
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
諸
経
費
や
返
礼
品
目
に
つ

い
て
苦
労
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
総
括
は
。

□ 

石
若
総
務
課
参
事 

　

令
和
２
年
度
は
８
千
万
円
、

３
年
度
４
千
万
円
、
４
年
度

９
千
万
円
程
の
収
入
と
な
り
回

復
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

返
礼
品
と
し
て
は
加
工
品
も

あ
る
が
米
が
中
心
で
あ
り
、
昨

年
寄
付
額
の
設
定
を
下
げ
た
こ

と
も
あ
り
道
内
外
か
ら
申
し
込

み
が
あ
る
。

　

今
後
は
総
務
省
の
ル
ー
ル
に

変
更
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
ら
に
基
づ
き
寄
付
金
を
奨
励

し
、
更
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
行

な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
方

策
を
と
り
た
い
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

■ 

高
橋
委
員 

　

国
民
健
康
保
険
税
で
不
納
欠

損
を
行
っ
て
い
る
が
、
実
施
状

況
は
。
ま
た
、
い
つ
か
ら
の
滞

納
分
か
。

□ 

伊
藤
総
務
課
主
幹 

　

２
件
で
、
Ｈ
19
年
度
と
Ｈ
21

年
度
か
ら
の
滞
納
分
と
な
っ
て

お
り
、
適
正
執
行
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
厳
正
な
判
断
の

も
と
行
っ
て
い
る
。

農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計

■ 

高
橋
委
員 

　

収
入
未
済
額
が
生
じ
て
い
る

が
、
そ
の
状
況
は
。
ま
た
、
未

済
額
は
同
一
世
帯
の
滞
納
に
よ

る
も
の
か
。

□ 

金
兵
産
業
建
設
課
長 

　

令
和
４
年
度
末
で
の
未
納
者

世
帯
は
14
世
帯
、
過
年
度
に
つ

い
て
は
24
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。

　

未
納
世
帯
に
関
し
て
は
同
一

世
帯
で
、
少
し
ず
つ
納
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
が
、
納
め
て
い

た
だ
く
方
も
同
一
人
物
と
な
っ

て
い
る
。

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計

■ 

高
橋
委
員 

　

９
割
以
上
が
年
金
生
活
者
で

収
入
が
低
く
、
物
価
高
騰
の
中

で
、
保
険
料
を
納
め
る
高
齢
者

も
徴
収
す
る
村
も
大
変
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
が
、
そ
う
い
っ

た
状
況
を
ど
う
感
じ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
苦
し
い
高
齢
者
の

対
応
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

□ 

岡
住
民
課
参
事 

　

加
入
者
の
ほ
ぼ
全
世
帯
が
年

金
生
活
者
だ
が
、
最
低
限
７
割
軽

減
に
よ
り
年
間
１
万
５
５
０
０

円
が
か
か
る
医
療
保
険
で
あ
る
。

　

国
民
年
金
で
月
７
万
円
以
下

の
な
か
で
保
険
料
を
納
め
る
の

は
大
変
厳
し
い
医
療
制
度
だ
と

感
じ
て
い
る
。

　

年
金
生
活
者
が
払
え
な
い
状

況
が
発
生
し
た
場
合
、
納
税
相

談
を
随
時
受
け
て
お
り
、
協
議

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

村税
327,543千円
 7.5%

諸収入
110,292千円
 2.5%

国道支出金
989,190千円
 22.5%

村債
560,109千円
 12.7%

地方譲与税
55,961千円
 1.3%

繰入金
106,817千円
 2.4%

繰越金
77,939千円
 1.8%

財産収入
14,990千円
 0.3%

使用料等
187,297千円
 4.3%

地方交付税
（普通・特別）
1,865,810千円
 42.5%

地方消費税
交付金
80,281千円
 1.8%

その他交付金
17,212千円
 0.4%

歳出総額 4,307,590千円

一般会計決算の内容
歳入総額 4,393,441千円

議会費
36,866千円
 0.9%

総務費
1,386,267千円
 32.2%

土木費
814,885千円
 18.9%

公債費
415,997千円
 9.7%

教育費
334,179千円
 7.8%

民生費
541,289千円
 12.6%

衛生費
144,461千円
 3.3%

商工費
174,319千円
 4.0%

農林水産業費
453,893千円
 10.5%

諸支出金
5,434千円
 0.1%
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定
例
会
の
主
な
内
容

補
正
予
算

【
令
和
５
年
度
補
正
予
算
】

◎
一
般
会
計（
第
４
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
議
場
中
継
配
信
設
備

１
７
６
万
円

・
減
債
基
金
積
立
金３

６
７
万
円

・

確
定
申
告
支
援
シ
ス
テ
ム
追

加
機
能
導
入
業
務
委
託
料

１
０
６
万
円

・
券
面
プ
リ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

99
万
円

・

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対

す
る
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金

１
５
０
万
円

・

地
域
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
目
標
計
画
策
定
業
務
委

託
料

６
２
７
万
円

・

み
ん
な
で
応
援
商
品
券
発
行

事
業
補
助
金

２
４
１
９
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉４

０
８
３
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

37
億
２
７
１
１
万
円

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
１

号
）

　

歳
出
補
正
の
内
容

・
還
付
金
等

６
０
０
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉６

０
０
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

４
億
３
６
０
０
万
円

人
　
　
事

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

９
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な

る
教
育
委
員
会
委
員
に
つ
い
て

新
た
に
塚
本
さ
さ
や
氏
（
い
な

ほ
）
を
任
命
す
る
こ
と
で
同
意

し
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
９
年
９
月
30
日

ま
で
の
４
年
間
で
す
。

請

願

書

　

請
願
書
１
件
に
つ
い
て
、
行

政
常
任
委
員
会
に
付
託
の
上
、

審
議
し
た
結
果
、
採
択
と
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
採
択
さ
れ
た

請
願
書
に
つ
い
て
は
、
地
方
自

治
法
第
99
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

政
府
関
係
機
関
等
へ
意
見
書
を

提
出
し
て
い
ま
す
。

　

屋
上
防
水
・
外
壁

意

見

書

◎
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
道
路

の
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

　

行
政
常
任
委
員
会
の
提
案
に

よ
る
意
見
書
案
を
可
決
し
、
政

府
関
出
国
会
議
員
に
は
陳
情
書

を
提
出
し
て
い
ま
す
。

選
　
　
挙

◎
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び

同
補
充
員
の
選
挙

　

令
和
５
年
11
月
５
日
任
期
満

了
と
な
る
、
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙
を

行
い
、
次
の
方
々
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
任
期
は
令
和
９
年
11

月
５
日
ま
で
で
す
。

▼
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

佐
藤　

秀
之

氏（
西
高
倉
）

林　
　

千
秋

氏（
中
篠
津
）

新
居　

幸
江

氏（
川　

下
）

和
田
山
忠
之

氏（
新　

湧
）

▼
同
補
充
員

（
第
１
順
位
～
第
４
順
位
）

髙
橋　

郁
肇

氏（
黎　

明
）

菊
池　

正
紀

氏（
み
の
り
）

亀
田　

寿
一

氏（
拓　

新
）

盛
田　

佳
道

氏（
下
達
布
）

※
同
補
充
員
の
順
位
に
つ
い
て

は
、
委
員
の
欠
員
に
よ
る
補
充

順
位
で
す
。

令
和
５
年
第
３
回
村
議
会

定
例
会
が
、
９
月
６
日
か
ら

10
日
間
の
会
期
を
も
っ
て
招

集
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
補
正
予
算
な
ど

５
件
を
審
議
し
た
結
果
、
全

て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同

意
し
ま
し
た
。

会
期
中
は
、
付
託
さ
れ
た

案
件
を
審
議
す
る
た
め
、
行

政
常
任
委
員
会
及
び
決
算
審

査
特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

最
終
日
に
は
各
委
員
会
か

ら
の
報
告
を
受
け
、
そ
れ
ぞ

れ
決
定
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
意
見
書
案
１
件
、

委
員
会
発
委
１
件
を
審
議
し

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
、
３
人
の
議
員
か

ら
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

第
３
回

　
定
例
会

第
３
回

　
定
例
会

令
和
５
年

塚本 ささや 氏
（新　任）

件　名 提　出　者 結　果

水田農業予算
確保に関する
意見書

新篠津村農業協同組合
　代表理事組合長　　長屋　光一
紹介議員
　新篠津村議会議員　南部　隆志
　新篠津村議会議員　林　　和彦

採　択
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○
高
橋
議
員　
質
問

昨
年
12
月
に
第
２
次
計
画
と

し
て
、
新
篠
津
村
男
女
共
同

参
画
計
画
を
改
定
し
て
い
る

が
、
そ
の
な
か
で
、
施
策
の
方

向
と
し
て
、「
村
、
事
業
所
の

管
理
職
な
ど
へ
の
女
性
の
登
用

推
進
」。
取
組
内
容
と
し
て「
管

理
職
に
ふ
さ
わ
し
い
人
材
育
成

に
努
め
る
と
と
も
に
、
女
性

の
登
用
を
推
進
」
と
掲
げ
ら
れ
、

令
和
４
年
～
令
和
８
年
ま
で
の

達
成
目
標
と
し
て
、「
新
篠
津

村
内
の
大
規
模
な
事
業
所
に
お

け
る
管
理
職
の
女
性
登
用
」
と

も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
こ
の
計
画
を
踏
ま
え
、

新
篠
津
村
役
場
内
を
見
る
と
平

成
26
年
か
ら
平
成
29
年
ま
で
の

４
年
間
、
１
人
の
女
性
管
理
職

は
い
た
が
、
そ
の
後
に
は
、
女

性
の
登
用
は
な
く
、
現
在
、
管

理
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は

ゼ
ロ
人
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
は
、
道
内

の
各
町
村
に
も
共
通
し
て
い
る

と
思
う
が
、「
本
気
で
女
性
職

員
へ
の
人
材
育
成
」
を
怠
っ
て

い
る
こ
と
が
原
因
で
は
な
い
か

と
懸
念
し
て
い
る
。

国
の
「
第
５
次
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
」
の
な
か
で
も
、

女
性
管
理
職
登
用
に
関
す
る
助

言
や
課
長
相
当
職
の
女
性
登
用

割
合
の
目
標
数
値
を
令
和
７
年

ま
で
に
20
％
以
上
と
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
村
長
は
男

女
共
同
参
画
に
つ
い
て
今
後
、

　令和５年第３回村議会定例会が９月６日から15日の10日間の日程で開催され、議会最終日に３人の
議員が一般質問し、石塚村長と荒谷教育長に答弁を求めました。
（紙面の都合により、要約し掲載しています。）

村政のここが聞きたい
～３人の議員から５項目を問う～

一般
質問

一般
質問

高橋　隆光 議員

１　高橋　隆光　議員
　①「新篠津村男女共同参画計面」の具現化について

２　大塚　裕樹　議員
　①公共施設等の防犯対策について
　②若手除雪オペレーター育成について
　③グローバル人材育成と国際交流について

３　南部　隆志　議員
　①災害避難所の現状課題について

女性管理職登用による

　　男女共同参画の具現化は

人材の育成を進めており

　　女性管理職は必ず増える

Q

A
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一般
質問

大塚　裕樹 議員

ど
の
よ
う
に
「
新
篠
津
村
男
女

共
同
参
画
計
画
」
を
具
現
化
し
、

村
長
自
身
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
う

反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

計
画
の
進
捗
に
つ
い
て
は
、

ひ
と
つ
の
成
果
と
し
て
印
象
深

い
の
が
今
年
の
３
月
に
開
催
し

た
女
性
を
中
心
に
参
加
を
呼
び

掛
け
た
「
全
村
民
向
け
の
自
治

懇
談
会
」で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
自
治
懇
談
会
で

は
見
ら
れ
な
い
、
大
ホ
ー
ル
が

ほ
ぼ
い
っ
ぱ
い
に
な
る
99
人
の

女
性
に
参
加
を
い
た
だ
き
、
活

発
な
意
見
交
換
も
行
う
こ
と
が

で
き
、
あ
ら
た
め
て
、
こ
の
よ

う
に
広
く
意
見
を
聞
く
機
会
の

大
切
さ
と
、
女
性
の
「
力
」
を

感
じ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

本
定
例
会
で
も
、
教
育
委
員

の
任
命
同
意
を
い
た
だ
き
、
村

と
し
て
も
男
女
共
同
参
画
社
会

を
意
識
し
な
が
ら
、
女
性
の
行

政
委
員
も
増
え
る
よ
う
働
き
か

け
を
し
て
お
り
、
国
か
ら
委
嘱

さ
れ
て
い
る
民
生
委
員
・
児
童

委
員
・
人
権
擁
護
委
員
は
勿
論

の
こ
と
、
社
会
教
育
関
係
で
の

生
涯
学
習
委
員
・
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
に
も
、
多
く
の
女
性
に

活
躍
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

し
か
し
、
村
内
大
規
模
事
業

所
に
お
け
る
管
理
職
の
女
性
登

用
に
関
し
て
は
、
足
元
の
役
場

で
は
、
ご
指
摘
の
通
り
正
職
員

54
人
中
、
男
性
12
人
に
対
し
て

女
性
は
ゼ
ロ
人
、
農
協
に
お
い

て
は
正
職
員
68
人
中
、
男
性
11

人
に
対
し
て
女
性
１
人
、
正
職

員
160
人
程
に
も
な
る
福
祉
会
で

も
、
男
性
12
人
に
対
し
て
女
性

２
人
と
の
こ
と
で
、
改
定
前
の

計
画
か
ら
７
年
経
過
し
て
い
る

が
、
管
理
職
へ
の
女
性
登
用
が

進
ん
で
い
な
い
の
が
実
態
で
あ

る
。た

だ
し
、
役
場
に
限
っ
て
言

え
ば
、
年
功
序
列
が
色
濃
い
体

系
の
も
と
、
職
務
経
験
、
ポ
ス

ト
な
ど
の
要
素
が
絡
み
合
っ
て

決
定
す
る
も
の
の
、
人
材
育
成

も
性
別
に
関
係
な
く
進
め
て
お

り
、
当
然
今
後
に
お
い
て
は
、

女
性
管
理
職
が
必
ず
増
え
て
く

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

男
女
共
同
参
画
社
会
は
、
表

面
上
に
お
い
て
目
標
を
ク
リ
ア

す
る
だ
け
で
は
、
中
身
の
な
い

張
り
ぼ
て
に
過
ぎ
な
い
。

我
が
新
篠
津
村
が
持
続
的
に

発
展
す
る
た
め
に
は
、
性
別
・

年
齢
問
わ
ず
全
て
の
世
代
が
、

地
域
に
思
い
を
寄
せ
、
様
々
な

機
会
に
地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ

く
り
に
参
画
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
欠
か
せ
な
い「
要
」で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
職
員

の
育
成
・
管
理
職
の
任
命
も
そ

う
だ
が
、
こ
の
村
を
限
り
な
く

発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
私

の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

○
大
塚
議
員　
質
問

近
年
、
学
校
を
始
め
公
共
施

設
で
の
無
差
別
な
犯
罪
が
多
発

し
て
お
り
、
様
々
な
自
治
体
が

防
犯
上
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示

し
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
パ
ト

ロ
ー
ル
、
外
部
へ
の
防
犯
委
託

を
含
め
て
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
村
で
は
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
も
少
し
ず
つ
進
ん
で
は

い
る
が
、
通
学
路
も
含
め
て
も

う
少
し
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

今
年
５
月
に
行
わ
れ
た
村
防

犯
協
会
総
会
で
は
、
村
内
外
関

係
各
機
関
と
の
連
携
・
協
力
に

よ
り
、
防
犯
意
識
の
啓
発
運
動

な
ど
の
活
動
や
、
街
路
灯
修
繕

費
や
防
犯
用
の
旗
な
ど
の
費
用

を
計
上
し
て
お
り
、
犯
罪
の
な

い
明
る
く
住
み
よ
い
村
づ
く
り

の
た
め
の
事
業
展
開
が
承
認
さ

れ
て
お
り
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

や
啓
発
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
活
動
に

は
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
部
分
を
補
完
す
る
も
の
と
し

て
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る

こ
と
は
、
犯
罪
の
抑
止
効
果
が

あ
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
の
実
現
に
大
い
に
役
立
つ
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一
方
、
撮
影
さ
れ
る
個
人
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ
い
て
は
、

当
然
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の
た
め
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
な

学校の通学路を含めた

　防犯カメラの早急な設置を

順次整備を図るよう

　　今後の防犯対策に努める

Q

A

参加者が少なく開催の工夫が検討される自治懇談会
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ど
に
お
け
る
運
用
の
た
め
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
や
、
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
運
用
に
つ
い
て
も
、
策

定
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

村
や
教
育
委
員
会
が
管
理
す

る
道
路
、
通
学
路
、
学
校
、
自

治
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
多
く
の
公

共
施
設
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

運
用
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
の
発

生
状
況
や
防
犯
対
策
を
講
ず
る

必
要
性
が
高
く
、
関
係
す
る
各

課
・
各
種
委
員
会
で
の
予
算
計

上
も
必
要
な
こ
と
か
ら
、
順
次

整
備
を
図
る
よ
う
努
め
、
今
後

の
防
犯
対
策
に
努
め
て
い
く
。

○
大
塚
議
員　
質
問

新
篠
津
村
に
と
っ
て
、
除
排

雪
は
村
民
の
生
活
に
直
結
し
た

問
題
で
あ
り
、
村
の
最
重
要
課

題
で
も
あ
る
。
そ
の
中
で
若
手

除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
育
成
は
、

持
続
可
能
な
住
民
生
活
に
お
い

て
欠
か
せ
な
い
重
要
政
策
で
あ

り
、
人
口
対
策
や
観
光
、
企
業

活
動
や
誘
致
に
お
い
て
も
大
切

な
問
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

幸
い
あ
と
数
年
は
大
丈
夫
と

言
う
認
識
は
あ
る
が
、
５
年
後

10
年
後
に
向
け
た
取
り
組
み
と

し
て
、
他
の
地
域
で
も
行
っ
て

い
る
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
育
成

支
援
事
業
と
し
て
来
年
度
か
ら

予
算
を
付
け
て
、
免
許
取
得
等

や
熟
練
者
に
よ
る
講
習
会
等

も
含
め
た
支
援
や
近
い
将
来
、

も
っ
と
Ｉ
Ｔ
や
自
動
化
な
ど
画

期
的
な
支
援
も
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

昨
シ
ー
ズ
ン
の
除
雪
体
制

と
し
て
は
平
均
年
齢
57
・
2
歳
、

ま
た
、
50
歳
以
下
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
も
４
人
お
り
順
次
入
れ
替

わ
り
が
進
ん
で
い
る
状
態
と

な
っ
て
い
る
。

育
成
支
援
に
つ
い
て
は
、
新

規
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
は
、
ベ
テ

ラ
ン
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
同
乗
し
、

経
験
及
び
技
術
の
継
承
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
委
託
業
者
で
働
き

た
い
と
の
新
規
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

は
、
既
に
大
型
、
大
型
特
殊
の

運
転
免
許
及
び
技
能
講
習
終
了

証
の
資
格
を
有
し
て
い
る
た
め
、

現
在
の
と
こ
ろ
金
銭
的
支
援
の

必
要
性
は
感
じ
て
い
な
い
。

ま
た
、
Ｉ
Ｔ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
技

術
導
入
は
、
吹
雪
時
の
ど
う
し

て
も
緊
急
出
動
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

映
像
鮮
明
化
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
向
け
た
機
器
の
検
討
を
考
え

て
い
る
。

○
大
塚
議
員　
質
問

村
は
、
過
去
に
青
年
の
海
外

研
修
も
含
め
て
様
々
な
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
を
進
め
て
き
た

が
、
財
政
健
全
化
な
ど
も
あ
り

廃
止
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
海
外

研
修
も
進
ん
で
い
な
い
状
況
で

あ
る
。

日
本
も
少
子
高
齢
化
に
よ
り

労
働
人
口
も
減
少
し
、
10
年
後

に
は
外
国
人
材
は
就
労
人
口
の

10
％
に
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。村

も
地
元
の
外
国
人
と
の
交

流
促
進
や
、
私
も
関
わ
っ
て
い

る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
北
海
道
や
札
幌
の

留
学
生
交
流
セ
ン
タ
ー
と
も
協

力
し
な
が
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

育
成
に
向
け
て
取
組
を
ス
タ
ー

ト
す
る
必
要
が
あ
る
か
と
思
う

が
。

○
荒
谷
教
育
長　
答
弁

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
か

つ
て
は
中
学
校
で
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
語
学
研
修
、
東
京
の
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

と
の
交
流
も
あ
っ
た
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
前
に

は
外
国
人
留
学
生
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

研
修
生
を
招
い
て
国
際
理
解
教

若手除雪オペレーターの

　育成への支援が必要では

経験を積んだベテランが

　技術の継承を行っている

Q

A

グローバル人材育成に向け

　　　取組を進めるべきでは

村教育行政の喫緊の

　　課題であると考えている

Q

A

防犯カメラの早急な設置を望む通学路（第46線）

ベテランの指導を受け進められる除排雪作業
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育
も
実
施
し
て
き
た
。

国
際
理
解
教
育
を
土
台
に
、

機
会
が
あ
れ
ば
国
際
交
流
を
活

発
化
し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
英
語
教
育
を
充
実
・
発
展
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

時
代
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
強
く
実
感
し
て
い
る
。

我
が
村
は
農
業
を
基
幹
産
業

と
し
て
い
る
が
、
国
内
消
費
ば

か
り
で
な
く
、
現
在
、
米
の
輸

出
も
ア
ジ
ア
圏
で
行
わ
れ
て
お

り
、
今
後
も
さ
ら
に
増
大
す
る

と
考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
が
本
村
教
育
行
政
の
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
と
も
考
え
て
い

る
。そ

こ
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
に
む
け
て
社
会
教
育
で

は
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
た
英
会
話

教
室
の
継
続
、
学
校
教
育
に
お

い
て
は
、
村
内
外
問
わ
ず
、
英

語
を
共
通
語
と
し
て
、
様
々
な

言
語
を
持
つ
外
国
人
と
の
交
流

を
再
開
し
て
行
き
た
い
と
考
え

る
。ま

た
、
英
語
圏
を
問
わ
ず
、

英
語
を
母
国
語
と
す
る
外
国
人

ま
た
は
英
語
を
共
通
語
と
す
る

韓
国
や
台
湾
の
人
た
ち
と
の
交

流
も
視
野
に
、
海
外
へ
の
修
学

旅
行
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

○
南
部
議
員　
質
問

関
東
大
震
災
か
ら
100
年
北
海

道
南
西
沖
地
震
か
ら
30
年
、
胆

振
東
部
地
震
か
ら
５
年
と
本
年

は
節
目
の
年
で
あ
り
、新
聞
な
ど

で
は
そ
の
特
集
と
し
て
、避
難
所

の
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
た
。

特
に
気
に
な
っ
た
の
が
、
冬

期
間
で
の
災
害
で
電
気
を
使
わ

な
い
暖
房
器
具
や
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ト
な
ど
の
設
置
状
況
の
記

事
で
あ
る
。

災
害
時
の
避
難
場
所
に
つ
い

て
第
３
、
第
４
地
区
会
館
は
２

階
建
て
か
ら
平
屋
に
な
る
な
ど

状
況
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
村
長
の
考
え
は
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
は
、

道
や
河
川
事
務
所
、
自
衛
隊
、

警
察
等
で
構
成
さ
れ
て
い
る
村

防
災
会
議
に
お
い
て
毎
年
、
前

年
の
実
情
や
関
係
組
織
の
実
情

に
応
じ
て
、
修
正
を
か
け
て
い

る
。第

４
地
区
会
館
に
お
い
て
は
、

既
に
現
在
の
建
物
に
対
し
て
の

図
面
と
収
容
人
数
を
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
掲
載
し
て
い

る
。
ま
た
第
３
地
区
会
館
に
つ

い
て
は
完
成
し
た
ば
か
り
の
た

め
、
今
後
修
正
を
か
け
て
い
く

こ
と
に
な
る
。

第
３
と
第
４
の
会
館
が
２
階

建
て
か
ら
平
屋
に
な
り
、
市
街

地
区
以
外
の
避
難
所
は
、
全
て

平
屋
に
な
っ
た
。
避
難
所
と
し

て
心
配
さ
れ
る
こ
と
は
、
浸
水

被
害
に
対
す
る
避
難
だ
と
思
っ

て
い
る
。

最
近
は
、
線
状
降
水
帯
が
で

き
、
数
時
間
に
渡
り
大
雨
・
豪

雨
に
な
る
地
域
も
で
て
き
て
お

り
、
床
上
浸
水
等
の
恐
れ
が
あ

る
と
き
は
、
避
難
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
建
物
の
倒
壊
の
恐

れ
が
な
く
、
周
囲
が
浸
水
し
た

場
合
に
は
避
難
所
に
避
難
す
る

よ
り
も
自
宅
の
２
階
に
避
難
す

る
ほ
う
が
安
全
な
場
合
も
あ
る
。

一
部
の
地
区
が
浸
水
の
恐
れ

が
あ
る
時
は
、
市
街
に
避
難
し

て
も
ら
う
と
い
う
方
法
も
あ
る

の
で
、
状
況
を
確
認
し
な
が
ら

適
切
に
避
難
の
指
示
を
し
て
い

き
た
い
。

防
災
計
画
も
毎
年
実
情
に
応

じ
修
正
、
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
が
、
災
害
の
種
類
や
地
区
の

被
害
状
況
で
避
難
の
方
法
も
考

え
住
民
の
命
を
守
っ
て
行
き
た

い
。

一般
質問

南部　隆志 議員

災害時避難施設の

　　　　今後の対応について

実情に応じた防災計画の

　　修正・見直しをかけていく

Q

A

計画の修正が急がれる第３地区会館 災害時、避難所となる第４地区会館
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議
会
の
動
き

石
狩
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　

令
和
５
年
度
石
狩
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
８
月
22
日
、
当
別

町
で
開
催
さ
れ
、
本
村
と
当
別
町
の
議
員
及
び
議
会
事
務
局
職
員

が
研
修
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
「
地

方
議
会
の
当
面
す
る

課
題
～
著
作
権
と
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
の

対
応
」を
テ
ー
マ
に
、

北
海
道
町
村
議
会
議

長
会
の
勢
旗
了
三
参

与
に
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
前
に

は
、
小
中
一
貫
教
育

を
目
指
し
た
児
童
生

徒
の
９
年
間
の
成
長

に
応
じ
た
多
様
な
学

習
環
境
な
ど
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
昨
年
、
開

園
し
た
「
当
別
町
立

と
う
べ
つ
学
園
」
の

施
設
を
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

当別町田西会館で開催された研修会とうべつ学園見学後の議員

　

新
篠
津
中
学
校
３
年
生
17
人
が
、

９
月
15
日
の
最
終
日
に
第
３
回
村

議
会
定
例
会
を
傍
聴
し
、
一
般
質

問
な
ど
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

今
回
、
傍
聴
し
た
中
学
生
よ
り

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

【
議
会
を
傍
聴
し
て
の
感
想
】

・

大
人
達
が
真
剣
に
新
篠
津
の
こ

と
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
こ
と

に
気
付
か
さ
れ
た
。

・

海
外
へ
の
修
学
旅
行
も
視
野
に

入
れ
て
い
く
と
話
し
て
い
た
か

ら
、
ぜ
ひ
実
現
さ
せ
て
ほ
し
い

な
と
思
っ
た
。

・

一
般
質
問
で
質
問
す
る
側
と
答

弁
す
る
側
の
人
も
色
々
な
こ
と

を
考
え
て
話
し
て
い
て
す
ご
い

と
思
っ
た
。

・

防
犯
や
村
に
お
け
る
女
性
管
理

職
な
ど
の
男
女
平
等
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
レ
ス
な
ど
も
考
え
、
村
の

発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

・

テ
レ
ビ
で
見
る
黒
い
名
札
が
本

当
に
あ
っ
て
驚
い
た
。

・

議
会
傍
聴
を
通
し
て
得
ら
れ
た

事
を
政
策
提
案
会
等
に
活
か
し

て
い
き
た
い
。

傍聴後、山元議長にあいさつする新中生初めて村議会を傍聴する新中生

新中３年生　村議会傍聴
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議
会
議
員
行
政
視
察
研
修

新
し
の
つ
青
空
ま
つ
り

中
央
要
請
活
動

　

８
月
28
日
、
29
日
の
両
日
、
中
札
内

村
と
更
別
村
で
行
政
視
察
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

中
札
内
村
で
は
「
議
会
改
革
の
中
で

の
Ｄ
Ｘ
の
現
状
」
と
し
て
議
会
中
継
や

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、「
議
会
村
民
ア
ン

ケ
ー
ト
」
な
ど
の
意
見
交
換
の
あ
と
、

本
会
議
場
の
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

翌
日
の
更
別
村
で
は
、
議
会
中
継
の

ほ
か「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想
」や「
女

性
議
員
の
役
割
に
つ
い
て
」
な
ど
の
意

見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

８
月
26
日
第
44
回
新
し
の
つ
青
空

ま
つ
り
が
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、

山
元
議
長
が
餅
ま
き
に
参
加
し
た
後
、

議
員
全
員
で
踊
り
パ
レ
ー
ド
に
参
加

し
村
民
ら
と
と
も
に
ま
つ
り
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　

９
月
19
日
、
20
日
の
両
日
、
村
内

関
係
８
団
体
（
村
・
農
業
委
員
会
・

Ｊ
Ａ
・
商
工
会
・
改
良
区
）
と
合
同

で
山
元
議
長
、
大
塚
行
政
常
任
委
員

長
が
上
京
し
、
農
林
水
産
省
、
国
土

交
通
省
、
道
内
外
選
出
国
会
議
員
に

対
し
、
新
篠
津
農
業
の
持
続
的
発
展

と
農
村
活
性
化
に
向
け
、
地
域
の
要

望
に
即
し
た
予
算
確
保
と
生
産
基
盤

の
強
化
に
向
け
た
支
援
策
を
強
く
要

望
す
る
水
田
農
業
予
算
確
保
に
関
す

る
中
央
要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

中札内村議会視察研修での意見交換

国土交通省北海道局 坂場大臣官房審議官に意見書を
提出（9/20）

本会議場を見学する議員

更別村議会視察研修での意見交換

踊りパレードに参加する議員 青空まつり恒例の餅まき
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議
会
通
信
し
ん
し
の
つ　

（
令
和
５
年
11
月
１
日
発
行
）

発
行
／
新
篠
津
村
議
会　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会　

　
☎（
０
１
２
６
）　　
　

住
所
／
北
海
道
石
狩
郡
新
篠
津
村
第
47
線
北
13
番
地　
　

５
７-

２
１
１
１

編
集
後
記

異
常
気
象
と
い
う
言
葉
を
聞
く

こ
と
は
こ
こ
数
年
、
珍
し
く
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
も
今
年
は
線
状
降

水
帯
が
全
国
各
地
で
発
生
し
、
短

い
時
間
で
激
し
い
降
水
が
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
年
で
し
た
。

我
が
新
篠
津
村
に
お
い
て
は
、

そ
れ
ほ
ど
の
被
害
は
な
か
っ
た
も

の
の
、
作
物
を
生
産
す
る
私
た
ち

に
と
っ
て
は
、
穏
や
か
な
気
候
現

象
で
は
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

毎
年
７
月
に
小
麦
か
ら
始
ま
り
、

９
月
か
ら
は
米
・
大
豆
の
収
穫
を

迎
え
ま
す
。

し
か
し
今
年
は
、
例
年
に
な
い

ほ
ど
の
猛
暑
が
続
き
、
９
月
下
旬

ま
で
の
残
暑
の
な
か
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
期
待
を
胸
に
収
穫
作
業

を
終
え
ま
し
た
。

品
質
・
収
量
と
も
に
思
っ
た
ほ

ど
の
結
果
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
農
業
は
天
候
と
向
き
合
っ

て
い
く
仕
事
だ
と
改
め
て
思
い
ま

し
た
。

年
々
、
温
暖
化
が
進
み
、
異
常

気
象
が
多
発
す
る
な
か
、
生
産
者

と
し
て
今
ま
で
の
教
訓
・
経
験
・

技
術
・
知
恵
を
駆
使
し
な
が
ら
、

自
然
の
変
化
に
対
応
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
さ
せ
ら

れ
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。



（
竹
村　
記
）

令和5年 第4回定例会
のお知らせ

12月７日（木）
～12月15日（金）予定

【
８
月
】

17
日	
議
会
広
報
研
修
会

22
日	
決
算
勉
強
会

	

石
狩
町
村
議
長
会
議
会
議
員

研
修
会

26
日	

新
し
の
つ
青
空
ま
つ
り

28
日	

道
内
行
政
視
察
研
修

30
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

【
９
月
】

１
日	

村
の
日
記
念
村
民
の
集
い

６
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

	

第
３
回
村
議
会
定
例
会（初

日
）

11
日	

決
算
審
査
特
別
委
員
会

15
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

	

第
３
回
村
議
会
定
例
会

（
最
終
日
）

19
日	

中
央
要
請
活
動

【
10
月
】

24
日	

所
管
事
務
調
査

	

議
員
協
議
会

	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
日
誌

　
　
議
会
っ
て
ど
ん
な
と
こ
？

　予算が、一会計年度における収入
と支出の見積りであるのに対して、
決算は収入と支出の実績と結果です。
　決算の認定とは、予算がどのよう
に使われ、どのような成果をあげた
かを住民の立場に立って判定するこ
とであり、翌年度以降の予算案に関
する審議を行うための参考となる情
報や判断材料を得るという点におい
ては、議会の重要な権限です。
　第３回定例会において、前述の記
事（２～４ページ）のとおり、決算審
査特別委員会に付託された５会計す
べてが認定となりました。

議会 一口メモ
決 算 認 定 と は

・会計管理者が決算書を村長に提出する。
・監査委員が決算書を審査し、村長に意
見書を提出する。

・村長が監査委員の意見書を添えて認定
を求める。
・議会は、決算が適正か審査・確認し認
定する。

決算認定までの流れ
3月31日 会計年度終了

5月31日 出 納 閉 鎖

9月定例会 審 　 　 査 どなたでも傍聴できます。

皆さんのご来庁を

お待ちしております。


